
事後評価

　　　　　　　　　　　　　３）学校、家庭及び地域社会との連携等拠点としての機能の発揮

・公民館の修繕を原材料費のみで行う。（公民館周辺フェンス張り替え・公民館裏外階段塗装）
・市民サービスの向上を目指し、午前8時よりの開館を実施する。
・子ども達の支援として、公民館で放課後子ども教室(月1回）を開設した。

・特記事項なし

※「評価」はＳ～Ｆの７段階（Cが標準）であり、換算率は、S=100%、A=90%、B=80%、C=70%、D=60%、E=40%、F=20%です。

実 施 事 業
（理想実現のための手段）

加算ポイント
（１項目２点で10点まで）

減算ポイント
（１項目-２点で-10点まで）

13 0

合計 130

３．評価に係る特記事項（その他評価すべき事項がある場合、５項目以内で記載）

0

区分

0

30 26

B

現 状 ・ 課 題

(1)地域の学習拠点として
の機能の発揮

0

小計 40 30 0

小計 15

104

30

30

8

小計 10

0

中津川市公民館事業評価シート 生涯学習スポーツ課作成

２．公民館の状況

１．評価の視点

B 8

B 13

0

前回評価根拠

公民館講座実施事業、地域団体等支援事業、読書推進事業

配点 評価 得点 前回

40 C

25 19

　　　　　　　　　　　　　１）地域の学習拠点、家庭教育支援拠点としての機能の発揮

　　　　　　　　　　　　　２）奉仕活動・体験活動の推進拠点としての機能の発揮

　　　　　　　　　　　　　４）地域の実情を踏まえた運営の実施

(2)地域の家庭教育支援
拠点としての機能の発揮

家庭教育事業 10

小計 10

(3)奉仕活動・体験活動の
推進

ボランティア活動支援事業 10 B 8

8

H17年2月に中津川市と合併となり、旧福岡町のまとまりをつくるために、H17年12月に「ふく
おかまちづくり協議会」が発足しました。H28年には、公民館･文化センター・常盤座の3館を
中津川市から一部管理委託を受け、１年間の移行期間を経て、H29年度より3年間の指定管
理がスタートしました。４つの区が一つになる「ふくおか」を大切にしながら、地域住民の意向
に沿った公民館活動の模索と、まちづくりの拠点施設としての運営管理の確立を目指しま
す。

地域住民の意向をつかみながら、この「ふくおか」の地で、様々な取り組みを企画するなど
地域力をつけ、一層の地域活性化を図る。

(4)学校、家庭及び地域社
会との連携等

地域連携事業

(6)事業の自己評価
公民館運営事業

小計

(5)地域の実情を踏まえた
運営

地域づくり事業

小計

26

15

25 C 19


